
令和６年度 学校研究の概要 

１．研究の概要 

（１） 研究主題 

   

 

（２） 研究仮説 

 

 

   

（３）研究構想図（スリーステップサイクルの授業づくり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入 STEP１（見通し） スタート３で見通しをもつ（自力解決） 

展開 STEP２（行動） 自分から学び合いに行く（自己決定） 

まとめ STEP３（ふり返り） まとめにつなげる 

適用 STEP１（見通し） 他の問題でもできるのかやってみる（自力解決） 

STEP２（行動） 自分から学び合いに行く 

STEP３（ふり返り） ふり返る 

児童と付けたい力を共有し，情報（導入，課題提示等）の提示の仕方を工夫することで，

３ステップサイクルを回し，主体的，協働的な学びを可能にすることができるであろう。 

「知りたい」，「やってみたい」，「もっとやってみたい」児童の育成 

～３ステップサイクルを回す授業づくりを通して～ 

ターゲット３ 
スタート３ 



２．共通実践（３ステップサイクルの授業の実現のために） 

 （１）ターゲット３ （＝付けたい力）の共有  ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③学び方 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（２）情報の与え方の工夫 

     ゆさぶる発問，深める問題，Dシート（選択できるシート，ヒントシート），思考ツール等の活用 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スタート３ 

意図的グルーピングからスタートし，３テップサイクルの授業スタイルを習得し，自由な学び方の実

現を目指す。 

 

  

 

  

 

（４）コラボレーション（自己決定） 

    課題解決のために，学び方（学び合う人，もの，場所）を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意図的グルーピングのねらい】 

①効果的な複線型授業の実現のため 

②若手育成の視点から，より共通実践の

質の向上を目指すため 

 



【自己決定の視点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．評価・検証方法 

（１）重点教科で検証 

  ・「共通の軸」に基づいた児童の単元の目指す姿に対しての定着度を検証する。 

    ・学び方について検証する。 

①1学期重点単元で検証  ②2学期重点単元で検証 

（２）児童アンケートで検証 

    ・学び方（スタート３，コラボレーション）について児童の意識を検証する。 

教師の見取りと，児童アンケートの結果から，授業改善に生かす。 

     ①1学期重点単元で検証  ②2学期重点単元で検証 
 

【研修会について】 

★研究推進委員会（推進委員） 

    研究の進捗状況の確認や共通実践のアップデートを図る。（月に 1回程度行う） 

★校内研修会（全員） 

    研究の進捗状況や共通実践のアップデートを全体で共有する。（２か月に 1回程度を行う） 

★指導案検討会（低学年ブロック・高学年ブロック） 

要請訪問の指導案検討を行う。（訪問日の 1 ヵ月程度前に行う） 

★模擬授業（全員） 

    要請訪問の模擬授業を行う。（訪問日の 2週間程度前に行う） 

★授業整理会（全員） 

    要請訪問の授業整理会を行う。（訪問後に行う） 

 

自己決定の視点 児童の思考・動き 教師の手立て 

ばっちり 他の問題でもできるかな。 他の問題を与える。 

他の考え方はないかな。 友達の考えを可視化して他の考え

の児童との学び合いを促す。 

まちがえやすいところは 誤答例を説明きるよう促す。 

解決できたけど， 

説明が… 

どうやって説明すればいいのか聞

きに行きたい。 

「ばっちり」の人に聞きに行く。 

ちょっと難しいな… この後どうすればいいか聞きたい。 Dシート（ヒントカード）を提示する。 


